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『急性腹症診療ガイドライン2025第 2版』改訂にあたって

急性腹症診療ガイドラインの初版が発刊されてから約 10 年が経過しました。この間，

急性腹症診療における科学的知見と診療現場の実態は着実に進歩を遂げており，さらな

る質の向上が求められる状況にあります。今回の改訂版は，急性腹症診療の最新のエビ

デンスを反映するとともに，現場での活用を一層推進するための工夫を盛り込みました。

初版は，急性腹症の診断と初期対応に焦点を当て，エビデンスに基づいた診療の標準

を提示しました。しかし，2015 年の発刊以降，超音波検査の普及や教育機会の充実といっ

た目標に対する課題が指摘されてきました。本改訂版では，これらの課題に対応するため，

医療現場での実践を重視し，さらに学習コンテンツの充実を図るために「シナリオ動画と

確認チェックリスト」を新たに追加しました。この工夫により，医学生や若手医療者が模

擬患者を通じて学ぶ機会を提供することを目指しています。

また，改訂版の作成にあたり，新たな関連学会として，日本病院総合診療医学会，日

本超音波医学会，日本超音波検査学会の参画を得ました。これにより，多職種の専門家

が集結し，各分野の知見と経験を結集することができました。38 名の委員で構成された

改訂出版委員会では，オンラインを活用した効率的な議論を重ね，科学的根拠に基づい

た推奨の妥当性を徹底的に検討しました。

今回の改訂版では，初版で設定された 108 の臨床的疑問を再評価し，必要に応じて改

善を行うとともに，新たな臨床課題にも対応しました。例えば，超音波検査の推進と

2-step method の実践に関する具体的な指針を示し，教育機会の充実を目的とした新たな

内容を追加しています。さらに，医療従事者のみならず，患者やその家族も含めてガイ

ドラインの内容を理解しやすいように，解説部分を充実させました。

本改訂版の完成に至るまでには，関連学会や外部評価委員，患者代表，さらには法律

専門家からの貴重なフィードバックがありました。この場をお借りして，関係者の皆様

のご協力に深く感謝申し上げます。また，公聴会やホームページ上での意見募集を通じ，

多くの現場の声を取り入れたことが，本改訂版の質の向上に大いに貢献しました。

急性腹症診療ガイドラインの改訂は，単なる知識の更新にとどまらず，医療現場での

実践を通じて患者の予後改善に寄与することを目指しています。本改訂版が広く普及し，
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多くの医療従事者に活用されることで，急性腹症診療のさらなる質の向上と効率化が実

現されることを願っています。

　2025 年 3 月吉日

	 日本腹部救急医学会（理事長：吉田雅博）

	 日本医学放射線学会（理事長：富山憲幸）

	 日本プライマリ・ケア連合学会（理事長：草場鉄周）

	 日本産科婦人科学会（理事長：加藤聖子）

	 日本血管外科学会（理事長：東　信良）

	 日本病院総合診療医学会（理事長：田妻　進）

	 日本超音波医学会（理事長：飯島尋子）

	 日本超音波検査学会（理事長：尾羽根範員）

	 急性腹症診療ガイドライン 2025 改訂出版委員会

日本腹部救急医学会　真弓俊彦（担当理事），三原　弘
	 日本医学放射線学会	 近藤浩史
	 日本プライマリ・ケア連合学会	 矢吹　拓
	 日本産科婦人科学会	 三浦清徳
	 日本血管外科学会	 前田剛志
	 日本病院総合診療医学会	 田妻　進
	 日本超音波医学会	 畠　二郎
	 日本超音波検査学会	 刑部恵介
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『急性腹症診療ガイドライン』発刊にあたって

日本腹部救急医学会は 2003 年に日本膵臓学会，厚生労働省難治性疾患克服研究事業難

治性膵疾患に関する調査研究班とともに，『急性膵炎診療ガイドライン』を刊行した。日

本で初めての Evidence-based Medicine の手法に則ったガイドラインとして，その後の

ガイドラインの手本ともなった。さらに，このガイドラインは 2009 年に第 3 版を刊行し，

ガイドラインの中で “Pancreatitis bundles” という臨床指標（世界で初めての急性膵炎で

の bundles）を日本から提案した。第 4 版は，この『急性腹症診療ガイドライン』とほぼ同

時期に発刊される。

日本腹部救急医学会は，その後，『急性胆管炎・胆囊炎診療ガイドライン』を 2005 年に

関連学会とともに発刊し，さらに，国際版ガイドライン（Tokyo Guidelines）も刊行した。

2013 年には日本版と Tokyo Guidelines を同一の診断基準，重症度判定基準でまとめた。

ガイドラインのモバイルアプリを作成したことも寄与し，この内容は海外の教科書にも

紹介され，世界的に使用されている。

このように日本腹部救急医学会は急性腹部疾患のガイドラインの作成にあたってきた。

そこで，学会の根幹ともいえる急性腹症に関するガイドラインの作成を求める声が高まっ

ていたことから，関係領域の学会と議論を重ね，ご協力を得ながら，今回の刊行に至った。

本ガイドライン作成では，日本腹部救急医学会に加えて，日本医学放射線学会，日本プ

ライマリ・ケア連合学会，日本産科婦人科学会，日本血管外科学会の協賛の下，各学会

から委員を派遣していただいた。

本ガイドラインの誕生は，ご協力いただいた委員をはじめとして，公聴会で意見をお

寄せいただいた方，外部評価としてご協力いただいた方，パブリックコメントをお寄せ

いただいた方々のご支援の賜物と考えており，皆様に心より御礼を申し上げます。この

ガイドラインを日常臨床に活用して患者さんに最適な医療を供与していただくことで，

よりよい臨床経過が得られるならばわれわれの本望とするところです。

　2015 年 2 月

	 日本腹部救急医学会　理事長	 平田公一
	 日本医学放射線学会　理事長	 本田　浩
	 日本プライマリ・ケア連合学会　理事長	 丸山　泉
	 日本産科婦人科学会　理事長	 小西郁生
	 日本血管外科学会　理事長	 宮田哲郎
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『急性腹症診療ガイドライン2015』作成にあたって

日本腹部救急医学会は『急性膵炎診療ガイドライン』『急性胆管炎・胆囊炎診療ガイドラ

イン』“Tokyo Guidelines” を刊行してきましたが，今回，学会名である「腹部救急」，す

なわち，急性腹症に関する診療ガイドラインを作成することになりました。

日本腹部救急医学会，日本医学放射線学会，日本プライマリ・ケア連合学会，日本産科

婦人科学会，日本血管外科学会から委員を派遣いただき，会議では毎回熱心な議論を交

わしてエビデンスと日本の医療の現状を熟考しながらガイドラインを作成してきました。

本ガイドラインは疾患ではなく症状から，また広範な疾患が関与するため各疾患の診

断や治療には言及せず，そこに至るまでの診断と初期対応に絞ったものとしました。疫学，

問診，身体所見，検査，初期対応まで，過去に例のないガイドラインになったものと考

えています。これも各領域の委員の協力によるところが大きく，それぞれの豊富な経験

と英知を結集したガイドラインが作成できたものと思っております。

しかしながら，質の高いエビデンスが非常に限られている分野も少なからずあり，こ

のガイドラインを契機に，今後のさらなる研究の実施とエビデンスの発信がなされるこ

とを期待しております。

公聴会，外部評価ならびに学会ホームページでの公開により，多数のフィードバック

をいただき，作成作業における修正・改訂ではこれらが大変参考になりました。この場

をお借りして，皆様のご協力に心より感謝を申し上げます。

ガイドラインは作成することが目的ではなく，それを普及させ，参考にしていただき，

医療スタッフと患者・家族にとってより良い医療の実践に役立たせることが最大の目的

です。そのため，ぜひ多数の方にこのガイドラインを周知の上，ご利用いただきたいと

考えています。また，改善すべき点は遠慮なくお知らせいただき，改訂の際にはそれらの

フィードバックを参考にして実地臨床でより活用しやすいものとしたいと考えています。

最後になりましたが，委員のご尽力に心より御礼を申し上げます。

　2015 年 2 月
	 急性腹症診療ガイドライン作成委員会を代表して

	 委員長（日本腹部救急医学会）	 真弓俊彦
	 副委員長（日本腹部救急医学会）	 吉田雅博
	 副委員長（日本医学放射線学会）	 古川　顕
	 副委員長（日本プライマリ・ケア連合学会）	 田妻　進
	 副委員長（日本産科婦人科学会）	 西井　修
	 副委員長（日本血管外科学会）	 重松邦広
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